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奉
安
殿
と
は
、
戦
前
期
、
御
真
影
や
教
育
勅
語
謄
本
（
以
下
、
教
育
勅
語
と
略
す
）
な
ど
の
詔
書
を
保
管
す
る
た
め
に
、
下
付
を
受
け
た
管
理
者
が
設
え
た
特
別
な
建
築
物
で
あ
る
。
明
治
・
大
正
期
は
屋
内
、
Ｒ
Ｃ
工
法
が
齊
及
し
た
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
は
屋
外
に
設
え
る
（ｌ）
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
た
。
本
稿
は
、
事
例
研
究
と
し
て
東
京
都
と
神
奈
川
県
に
残
さ
れ
た
屋
外
の
奉
安
殿
遺
構
調
査
の
報
告
で
あ
る
と
共
に
、
日
本
近
代
史
に
お
け
る
学
校
教
育
の
理
念
的
側
面
を
考
察
す
る
際
の
素
材
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
教
育
勅
語
は
発
布
後
か
ら
終
戦
に
い
た
る
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
我
が
国
の
教
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
国
会
で
の
無
効
決
議
か
ら
六
十
年
を
経
た
今
日
に
な
っ
て
も
そ
の
功
罪
に
つ
い
て
の
論
議
が
法
政
史
学
第
六
十
八
号
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
奉
安
殿
遺
構
調
査
〈研究ノート〉
は
じ
め
に
つ
き
な
い
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
奉
安
殿
は
御
真
影
・
教
育
勅
語
な
ど
を
保
管
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
人
々
の
関
心
が
向
け
ら
（２）
れているとは一一一一口い難い。
筆
者
の
勤
務
し
て
い
る
博
物
館
に
、
教
育
勅
語
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
参
観
さ
れ
た
高
齢
の
男
性
の
方
々
の
中
に
は
暗
調
を
間
違
え
る
と
体
罰
が
あ
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
最
敬
礼
の
ま
ま
奉
読
を
聞
く
の
は
大
変
だ
っ
た
な
ど
、
陪
訓
・
陪
写
・
最
敬
礼
の
強
制
を
忌
ま
わ
し
い
思
い
出
と
し
て
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
奉
安
殿
と
い
う
建
物
に
あ
っ
た
と
言
葉
を
続
け
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
言
わ
れ
た
方
々
に
、
今
で
も
い
く
つ
か
の
奉
安
殿
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
す
る
と
、
奉
安
殿
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
壊
す
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
残
っ
て
い
る
は
ず
が
な
い
、
当
時
の
こ
と
を
知
ら
な
い
のに何を一一一一口うか、という趣旨の反論を何回か返されたこと
白
柳
弘
幸 三八
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今
川
の
調
査
の
発
端
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
壊
す
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
、
と
い
う
人
々
の
記
憶
に
も
か
か
わ
ら
ず
奉
安
殿
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。
実
際
、
ウ
ェ
ブ
上
の
日
本
語
検
索
で
「
奉
安
殿
」
と
入
力
す
れ
ば
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
一
万
を
超
え
る
サ
イ
ト
が
上
が
る
。
そ
の
中
に
は
葬
儀
社
な
ど
の
広
告
も
見
ら
れ
、
必
ず
し
も
戦
前
の
奉
安
殿
に
つ
い
て
の
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
玉
行
混
精
の
情
報
の
中
、
現
存
す
る
奉
安
殿
遺
構
に
つ
い
て
の
両
像
つ
き
の
サ
イ
ト
も
散
見
す
る
。
で
は
、
な
ぜ
壊
す
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
は
ず
の
奉
安
殿
が
残
さ
れ
（３）
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
奉
安
殿
に
関
わ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
発
く
Ⅶ
文
書
、
奉
安
殿
を
設
滑
し
て
い
た
学
校
編
集
の
校
史
、
奉
安
殿
の
所
在
す
る
自
治
体
刊
行
の
教
育
史
、
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
所
蔵
文
書
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
「
終
戦
事
務
処
理
提
要
」
な
ど
か
ら
奉
安
殿
消
息
に
関
わ
る
出
来
事
を
時
系
列
に
並
べ
、
指
示
の
推
移
を
追
っ
て
み
る
。
尚
、
長
文
の
史
料
引
用
に
あ
た
っ
て
は
文
意
を
損
な
が
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
そ
れ
な
ら
ば
東
京
都
と
神
奈
川
県
に
ど
れ
ほ
ど
の
奉
安
殿
が
残
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調
査
し
、
説
得
力
の
あ
る
説
明
を
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。
そ
れ
が
本
調
査
を
始
める動機であった。
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
奉
安
殿
遺
構
調
査
（
ｎ
柳
）
奉
安
殿
撤
去
に
関
す
る
記
録
か
ら
わ
な
い
範
囲
で
抜
粋
し
た
。
文
中
の
傍
線
は
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
ある。ｌ
国
家
神
道
、
神
社
神
道
二
対
ス
ル
政
府
ノ
保
証
、
支
援
、
（４）
保
全
、
監
督
並
二
弘
布
ノ
廃
止
二
関
ス
ル
件
昭
和
二
十
年
十
二
月
十
五
日
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
参
謀
副
而発第一一万万（民間情報教育部）終戦連絡中央事務局
経由日本政府二対スル徽蔀
一（ル）全面的乃至部分的一一公ノ財源二依ツテ維
持
セ
ラ
レ
ル
役
所
、
学
校
、
機
関
、
協
会
乃
至
建
造
物
中
二
神
棚
ソ
ノ
他
国
家
神
道
ノ
物
的
象
徴
ト
ナ
ル
凡
テ
ノ
モ
ノ
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト
ヲ
禁
止
ス
ル
、
而
シ
テ
之
等
ノ
モ
ノ
ヲ
直
二
除
去
ス
ル
コ
ト
ヲ
命
令
ス
ル
２
Ｎ
家
神
道
、
神
社
神
道
二
対
ス
ル
政
府
ノ
保
証
、
支
援
、
（６）
保
全
及
監
督
並
二
弘
布
ノ
禁
止
二
関
ス
ル
件
昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
二
Ⅱ
発
学
九
八
サ
文
部
次
官
ヨ
リ
地
方
長
両
、
学
校
長
首題ノ件二関スル十一一月十八Ⅱ連合脚軍最高司令部
ノ
指
令
別
途
送
付
相
成
ダ
ル
処
之
二
基
ク
実
施
要
領
左
記
ノ
通
ナ
ル
ニ
付
之
ガ
措
置
方
刀
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
セ
ラ
レ
度
此
段
依
命
及
通
牒
ママ
一
二
学
校
内
二
於
ケ
ル
神
社
、
神
祠
、
神
棚
太
麻
、
鳥
居
九
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法
政
史
学
第
六
十
八
号
道
的
色
彩
ヲ
除
去
ス
ル
コ
ト
４
国
家
神
道
、
神
社
神
道
二
対
ス
ル
政
府
ノ
保
証
、
支
援
、
（８）
保
全
監
督
並
二
弘
布
ノ
禁
止
二
関
ス
ル
件
昭
和
二
十
一
年
一
月
三
十
日
発
学
四
九
号
学
校
教
育
局
長
ヨ
リ
地
方
長
官
、
学
校
長
的
象
徴
ヲ
除
去
ス
ル
コ
ト
３
国
家
神
道
、
神
社
神
道
二
対
ス
ル
政
府
ノ
保
証
、
支
援
、
（７）
保
全
監
督
並
二
弘
布
ノ
廃
止
二
関
ス
ル
件
昭
和
二
十
年
十
二
月
一
一
十
七
日
発
社
六
一
号
社
会
教
育
局
長
ヨ
リ
地
方
長
官
、
団
体
代
表
者
首
題
ノ
件
二
関
ス
ル
十
二
月
十
五
日
付
連
合
国
軍
最
高
司
令
部
ノ
指
令
二
基
キ
之
ガ
実
施
要
領
別
紙
ノ
通
り
決
定
相
成
タ
ル
ニ
付
テ
ハ
之
ガ
措
置
方
万
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
セ
ラ
レ
度
此
段
及
通
牒
国
家
神
道
、
神
社
神
道
二
対
ス
ル
政
府
ノ
保
証
、
支
援
、
保
全
監
督
並
二
弘
布
ノ
廃
止
二
関
ス
ル
実
施
要
領
三
前
記
団
体
ノ
構
内
二
於
ケ
ル
神
社
、
神
祠
、
神
棚
、
大
及
注
連
縄
等
ハ
撤
去
ス
ル
コ
ト
尚
御
真
影
奉
安
殿
英
霊
室
又
ハ
郷
士
室
等
二
付
テ
モ
神
道
麻
、
鳥
居
及
注
連
縄
等
ハ
撤
去
ス
ル
コ
ト
尚
御
真
影
奉
安
殿
、
英
霊
室
又
ハ
郷
士
室
等
二
付
テ
モ
神
本省トシテハ差当り神社様式二非ザル奉安施設一一至
当
地
ノ
占
領
軍
ハ
学
校
内
二
形
式
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ズ
、
独
立
建
物
ト
シ
テ
御
真
影
奉
安
所
ヲ
存
置
ス
ル
コ
ト
ハ
天
皇
ヲ
神
首題ノ件二関シテハ昭和一一十年十二月一一十一一日付発
学
九
八
号
ヲ
以
テ
通
牒
相
成
ダ
ル
処
右
通
牒
中
ノ
実
施
要
領
第
三
項
（
御
真
影
、
英
霊
室
又
ハ
郷
土
室
等
二
付
テ
モ
神
道
的
象
徴
ヲ
除
去
ス
ル
コ
ト
）
二
関
シ
、
神
社
様
式
ヲ
有
ス
ル
御
真
影
奉
安
施
設
ハ
此
ノ
際
之
ヲ
撤
去
ス
ル
ヲ
適
当
ト
認
ム
ル
ニ
付
御
了
知
相
成
度
尚
本
件
二
関
シ
テ
ハ
別
紙
甲
号
照
会
二
対
シ
尚
乙
号
ノ
通
回
答
致
シ
置
キ
タ
ル
ニ
付
為
念
甲
号
奉
安
等
二
関
ス
ル
件
（
宮
崎
県
知
事
ヨ
リ文部省）
十二月二十七日発社六一号一一一項二「御真影奉安殿英
霊
室
等
二
就
テ
モ
神
道
的
色
彩
ヲ
除
去
ス
ル
コ
ト
」
ト
ア
リ
ト
ナ
ス
ノ
誤
リ
ニ
陥
り
易
ク
国
家
ト
神
道
ト
ノ
分
離
二
関
ス
ル
迄
撤
去
セ
シ
ム
ル
意
向
ヲ
有
セ
ザ
ル
ニ
付
御
了
知
相
成
度
ル指令ノ趣旨一一合セズトノ見解ヲ有ス本省ハ奉安殿
ヲ
存
置
セ
シ
ム
ル
方
針
ナ
リ
ャ
至
急
御
回
報
相
成
度
乙
号
奉安等一一関スル件（学校教育局長
ヨリ宮崎県知事）
四
○
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東
京
都
と
神
奈
川
県
の
奉
安
殿
遺
構
調
査
（
白
柳
）
二
月
八
日
に
奉
安
殿
を
取
り
除
く
よ
う
通
達
が
あ
り
、
一
○
月
一
○
日
に
は
、
吉
岡
芝
原
の
御
嶽
神
社
の
本
殿
と
し
て
移
築されました。
６
「
奉
安
殿
撤
去
二
関
ス
ル
件
」
ト
シ
テ
山
形
師
範
学
校
長
（、）
ヨリ文部省昭和一一十一年一二月十一二日
首題ノ件二関シテハ一月一一一十日附（別紙写）発学四
九
号
ヲ
以
テ
各
学
校
長
地
方
長
官
宛
通
牒
相
成
ダ
ル
処
山
形
師
範
学
校
長
ヨ
リ
三
月
七
日
左
記
ノ
如
キ
電
文
報
告
有
之
類
似
ノ
事
例
又
多
カ
ル
ベ
キ
ニ
鑑
ミ
本
件
二
関
ス
ル
連
合
軍
最
高
司
令
部
ノ
意
見
向
照
会
相
成
度
己三・、
山
形
師
範
学
校
長
ヨ
リ
ノ
電
文
報
告
（
’
二
月
七
日
受
領
）
駐
（９）
５『綾瀬の教育よみもの一二十撰」よｈソ
ド
ウ
カ
ノ
区
別
ナ
ク
ス
ベ
テ
此
ノ
際
除
去
ス
ル
コ
ト
８
神
奈
川
県
高
座
郡
鎌
倉
地
方
事
務
所
長
よ
り
相
模
原
町
長
宛遮鯉昭和二十一年七月
屯
軍
ノ
指
令
ニ
依
り
形
式
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ズ
奉
安
殿
撤
去
命
令有り至急撤去方取運ブ予定ナリ右御諒承相成度
（、）
７御真影奉安殿に関する連〈ロ軍司令部との連絡事項
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
五
日
校
舎
外
ニ
ア
ル
御
真
影
奉
安
殿
ハ
神
社
様
式
ヲ
モ
ッ
ヵ
で
き
る
だ
け
原
形
を
止
め
な
い
や
う
に
す
る
こ
と
昭
和
二
十
年
十
二
月
十
五
日
の
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
参
謀
副
官
発
第
三
号
（
以
下
、
参
謀
副
而
発
第
三
号
と
略
す
）
を
元
に
し
て
、
文
部
省
よ
り
発
学
九
八
号
や
発
社
六
百
万
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
文
書
で
は
、
神
社
様
式
の
奉
安
殿
の
「
除
去
」
「
撤
去
」
を
指
示
し
て
い
る
、
し
か
し
、
宮
崎
県
知
事
や
山
形
師
範
学
校
長
は
「
駐
屯軍ノ指令一一依り形式ノ如何ヲ問ハズ奉安殿撤去命令有
り
」
と
い
う
事
態
へ
の
対
処
を
文
部
省
に
求
め
た
。
参
謀
副
官
発
第
三
号
が
出
さ
れ
た
後
、
地
方
駐
屯
軍
が
独
自
の
解
釈
で
「
形
式
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ズ
除
去
」
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
文
部
省
は
「
神
社
様
式
二
非
ザ
ル
奉
安
施
設
一
一
至
ル
迄
撤
去
セ
シ
ム
ル
意
向
ヲ
有
セ
ザ
ル
」
と
地
方
長
官
宛
に
凶
来
る
限
り
原
形
を
止
め
な
い
様
に
す
る
こ
と
（週）
９
束
京
都
長
官
よ
り
各
学
校
長
宛
通
牒
昭
和
二
十
一
年
十
月
二
十
三
日
御
真
影
奉
安
殿
の
撤
去
に
つ
い
て
か
否
か
の
区
別
な
く
教
育
上
の
考
慮
を
十
分
払
ひ
つ
、
す
か
否
か
の
区
別
な
く
教
育
上
の
考
慮
を
十
分
払
い
つ
つ
す
べ
て
撤
去
す
る
こ
と
、
撤
去
が
非
常
に
困
難
な
も
の
は
出
べ
て
撤
去
す
る
こ
と
、
撤
去
が
非
常
に
嗣
難
な
る
も
の
は
校
舎
の
外
に
あ
る
御
真
影
奉
安
殿
は
神
社
様
式
を
も
つ
校
舎
の
外
に
あ
る
御
真
影
奉
安
殿
は
神
社
様
式
を
も
つ
四
一
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答
し
て
い
た
。
文
部
省
の
公
式
文
書
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
「
連
合
軍
司
令
部
と
の
連
絡
事
項
」
の
文
書
綴
中
「
校
舎
外
ニ
ア
ル
御
真
影
奉
安
殿
ハ
神
社
様
式
ヲ
モ
ッ
カ
ド
ウ
カ
ノ
区
別
ナ
ク
ス
ベ
テ
此
ノ
際
除
去
ス
ル
コ
ト
」
と
書
か
れ
た
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
受
け
た
後
、
高
座
郡
鎌
倉
地
方
事
務
所
長
よ
り
机
模
原
町
長
宛
通
達
、
東
京
都
長
官
よ
り
各
学
校
長
宛
通
牒
と
し
て
「
神
社
様
式
を
も
つ
か
否
か
の
区
別
な
く
撤
去
」
と
い
う
文
書
が
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
調
査
時
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
建
物
を
撤
去
し
ろ
と
い
う
の
は
壊
せ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
移
築
す
る
こ
と
の
方
が
大
変
だ
っ
た
、
と
いう趣旨の記憶談を聞くことができ趣・教育勅語を守るた
（過）
め
に
殉
職
さ
れ
た
教
員
の
話
は
数
多
く
報
上
□
さ
れ
、
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
戦
後
、
奉
安
殿
の
解
体
作
業
中
に
崩
れ
た
コ
ン
ク
（通）
リ
ー
ト
の
塊
の
下
敷
き
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
教
員
も
い
た
。
空
襲
で
校
舎
は
全
焼
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
奉
安
殿
は
焼
け
残
っ
た
事
例
が
、
今
回
の
調
査
で
も
確
認
で
き
た
。
奉
安
殿
は
、
防
災
上
そ
れ
ほ
ど
に
堅
固
で
あ
っ
た
た
め
除
去
・
撤
去
す
る
こ
と
は
大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
押
し
て
、
多
く
の
奉
安
殿
は
原
形
を
止
め
な
い
よ
う
破
壊
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
光
景
が
全
国
で
見
ら
れ
た
た
め
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
壊
す
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
と
す
る
風
説
が
生
じ
た
の
で
あ
ろう。 法政
史
学
第
六
十
八
号
今
川
の
調
査
で
確
認
し
た
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
奉
安
殿
遺
構
の
旧
所
有
者
・
現
在
の
名
称
・
用
途
な
ど
に
つ
い
て
は
「
表
１
」
に
一
括
し
た
。
し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
一
三
件
の
奉
安
殿
遺
構
の
詳
細
を
記
述
す
る
こ
と
は
紙
数
の
都
合
上
不
可
能
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
経
緯
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。
奉
安
殿
遺
構
の
多
く
は
尋
常
小
学
校
（
終
戦
時
は
国
民
学
校
）
に
設
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
奉
安
殿
設
立
時
期
が
不
明
の
学
校
も
あ
る
た
め
、
現
在
の校名で統一した。
調
査
は
平
成
十
六
年
六
月
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
に
か
け
て
行
っ
た
。
一
ヶ
所
の
奉
安
殿
に
対
し
て
の
調
査
は
一
回
で
済
む
こ
と
は
少
な
く
、
複
数
回
訪
問
し
て
い
る
。
残
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
旧
奉
安
殿
の
管
理
者
や
、
近
隣
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
方
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
た
。
１大田区立池雪小学校奉典艇
都
内
に
残
さ
れ
る
一
一
つ
の
奉
安
殿
の
一
つ
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
四
月
十
五
日
の
空
襲
で
池
雪
小
学
校
の
校
舎
は
全
焼
し
た
が
、
奉
安
殿
は
残
っ
た
。
戦
後
、
撤
去
通
知
を
受
け
た
時
、
地
域
の
方
々
に
学
校
の
奉
安
殿
を
壊
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
気
運
が
生
じ
た
。
二
束
京
都
と
神
奈
川
県
の
奉
安
殿
遺
構
四
一
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２月黒区立鷹番小学校奉史腱
都
内
に
残
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
奉
安
殿
で
あ
る
。
鷹
番
小
学
校
奉
安殿は近隣の太田喜八郎氏の寄進によって昭和一四年に建
立
さ
れ
た
。
池
雪
小
学
校
と
同
様
に
昭
和
二
十
年
Ⅲ
月
十
五
日
の
空
襲
で
校
舎
は
全
焼
し
た
が
奉
安
殿
は
残
っ
た
。
戦
後
太
田
氏
の
屋
敷
地
内
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
三
○
年
頃
に
建
立
し
た
学
区
内
の
清
水
稲
荷
神
社
の
老
朽
化
が
激
し
く
な
っ
た
た
め
、
昭
和
二
十
七
年
二
月
、
太
田
氏
の
屋
敷
地
か
ら
現
在
地
に
再
度
移
築
し
、
清
水
稲
荷
神
社
社
殿
の
一
部
と
な
っ
た
。
境
内
の
案
内
板
に
奉
安
殿
で
あ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
今
回
調
査
し
た
全
遺
構
中
、
唯
一
の
案
内板である。
そ
し
て
老
朽
化
し
て
い
た
長
慶
寺
の
朝
日
稲
荷
の
代
替
と
し
て
移
築
し
た
。
境
内
の
本
堂
右
手
奥
に
置
か
れ
、
現
在
は
朝
日
稲
荷
の
小
祠
と
な
っ
て
い
る
。
一
扉
の
上
部
に
紋
章
を
取
り
付
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
二
つ
の
小
さ
な
穴
が
開
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
３個人宅の蔵東京高等農林専門学校奉遷唾
第
二
次
大
戦
末
期
、
御
真
影
な
ど
を
空
襲
か
ら
守
る
た
め
に
郊
外
の
学
校
等
に
疎
開
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
疎
開
先
は
奉
遷
所
と
呼
ば
れ
た
。
東
京
高
等
農
林
専
門
学
校
は
小
宮
村
（
現
あ
き
る
野
市
）
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
奉
安
殿
遺
構
調
査
（
白
柳
）
５国立療養所多磨全生園奉琵腱（写真１）
貞
明
皇
太
后
（
大
正
天
皇
の
皇
后
）
か
ら
多
磨
全
生
園
へ
の
御
下
賜
金
を
も
と
に
皇
太
后
陛
下
御
写
真
奉
安
所
と
し
て
、
昭
和
一
八
年
二月二十五日建立。皇太后陛下御写真奉安殿とも呼ばれ、
皇
太
后
陛
下
の
写
真
の
み
が
置
か
れ
て
い
た
。
戦
後
、
多
磨
全
生
園
内
の
永
代
神
社
は
取
り
壊
さ
れ
た
が
、
奉
安
殿
が
残
さ
れ
た
経
緯
は
４
青
梅
市
立
第
五
小
学
校
奉
安
殿
当
地
の
旧
家
で
あ
る
青
木
雅
弘
氏
の
先
々
代
当
主
の
寄
贈
に
よ
っ
（別）
て
建
立
き
れ
た
。
戦
争
末
期
に
都
内
一
六
三
校
の
奉
遷
所
に
も
な
っ
た
。
戦
後
、
先
々
代
の
当
主
が
壊
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
、
校
庭
に
向
い
て
い
た
奉
安
殿
正
面
を
百
八
十
度
回
転
さ
せ
て
道
路
側
に
向
け
て
移
築
し
稲
荷
と
し
た
。
当
時
の
移
築
工
事
跡
が
社
殿
土
台
に
残
り
、
奉
安
殿
の
玉
垣
は
稲
荷
と
道
路
向
か
い
の
青
木
氏
の
屋
敷
を
囲
む
石
柵
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
第
五
小
学
校
隣
の
公
園
に
大
川
巌
元
帥
揮
毫
の
表
忠
碑
が
建
つ
。
に
あ
る
個
人
宅
の
蔵
を
奉
遷
所
と
し
た
。
終
戦
前
、
当
時
の
当
主
の
娘
婿
に
あ
た
る
方
が
東
京
高
等
農
林
専
門
学
校
の
職
員
で
あ
り
、
当
家
が
土
地
の
旧
家
で
あ
っ
た
こ
と
。
山
間
部
で
空
襲
の
心
配
が
な
い
こ
と
な
ど
の
条
件
が
重
な
り
奉
遷
所
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
1m
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法
政
史
学
第
六
十
八
号
写真１国立療養所多磨今生園奉安殿
７横浜市立田奈小学校奉安腱
田奈小学校奉安殿は総木造で地元の棟梁の手によって作
られ、覆屋も作られた。戦後、職員が校庭で覆屋を取り壊
している所を、近隣に住む故三沢童元氏が目撃した。一一一沢
氏
は
奉
安
殿
を
燃
や
し
灰
燐
に
帰
し
て
し
ま
う
の
は
惜
し
い
と
思
い
、
校
長
と
相
談
し
、
燃
や
し
た
こ
と
に
し
て
自
宅
に
引
き
取
っ
６
奉
安
殿
建
設
記
念
碑
（
Ⅲ
所
有
者
不
明
）
東京都と神奈川県の奉安殿関係遺構中唯一の石碑が、奉
安殿建設記念碑として町田市合同慰霊塔に建つ。石碑裏面
に
「
昭
和
十
一
年
三
月
帝
国
在
郷
軍
人
会
忠
生
村
分
会
建
之
井上武書」と刻まれている。当時、忠生村にあった唯一の
学校は、現在の町田市立忠生第一小学校であった。「忠生
一小のあい鯉」「忠生枕撃」に奉安殿建設記念碑について
の記載はない。町田市合同慰霊塔を管理する町田市福祉総
務課によれば、関係書類が行方不明のため、旧設置場所等
は
不
明
で
あ
る
と
の
こ
と
。
不
明
で
あ
る
。
本
遺
構
は
地
面
か
ら
盛
り
土
さ
れ
た
上
に
二
重
の
基
壇が設けられ、高棡や回廊、社殿が建立時のままに残され
て
い
る
貴
重
な
事
例
で
あ
る
。
四
四
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８
横
浜
市
立
中
和
田
小
学
校
奉
安
殿
中
和
川
小
学
校
奉
安
殿
は
大
正
十
五
年
六
月
に
建
て
ら
れ
「
昭
和
二十一年の秋も近い頃、中田の御霊神社へ移さ北越」・御
霊
神
社
が
、
当
時
の
中
和
川
村
唯
一
の
指
定
村
社
で
あ
っ
た
の
で
、
同
社
へ
の
移
築
が
自
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
高
さ
三
尺
余
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
基
壇
や
高
欄
部
分
を
除
き
、
建
物
本
体
の
み
を
牛
車
で
御
霊
神
社
へ
と
運
ん
だ
。
当
時
の
こ
う
し
た
作
業
を
行った警防団員らは、もしマッカーサーが何か一一一一口ってきた
ら
腹
を
く
く
ろ
う
と
申
し
合
わ
せ
て
い
た
と
い
う
。
９
綾
瀬
市
立
綾
瀬
小
学
校
奉
安
殿
綾瀬小学校奉安殿は昭和三年一月に竣工したが、現在、
綾瀬市吉岡の御嶽神社となって乢卿・調査時、社殿側面の
懸
魚
に
菊
の
紋
章
が
付
い
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。
し
か
し
戦
前
の
（犯）
奉
安
殿
時
の
写
真
で
は
、
懸
魚
の
つ
く
部
分
が
正
面
で
あ
っ
た
。
移
築
時
に
屋
根
の
向
き
を
九
十
度
変
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
も
含
め
、
移
築
決
定
の
資
料
や
経
緯
を
語
る
関
た・当初、屋敷地内の稲荷社にしようと考えて乢越が、実
現されないままに他界された。現在、子息の一一一沢芳夫氏宅
の
土
間
に
置
か
れ
て
い
る
。
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
奉
安
殿
遺
構
調
査
（
白
柳
）
（釦）
Ⅱ
傷
痩
軍
人
箱
根
療
養
所
奉
安
殿
当
施
設
は
明
治
四
十
年
に
陸
軍
省
の
廃
兵
院
と
し
て
発
足
し
た
。
昭
和
十
一
年
に
現
在
の
小
田
原
市
風
祭
に
移
転
し
、
そ
の
後
組
織
名
称
変
更
を
経
て
、
現
在
は
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
箱
根
病
院
と
な
っ
て
い
る
。
奉
安
殿
が
取
り
壊
さ
れ
な
か
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
病
院
内
道
路
拡
張
工
事
の
時
、
奉
安
殿
を
取
り
壊
す
話
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
入
院
患
者
た
ち
が
費
用
を
捻
出
し
現
在
の
位
置
に移築し、周囲に堀を巡らせた。左右の一扉には紋章の取り
付
け
ら
れ
て
い
た
跡
が
残
る
。
皿伊勢原市立大山小学校奉典鵬
奉安殿は昭和十五年六月十一一日に完成した。この時期、
全
同
的
に
地
震
や
災
害
に
強
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
奉
安
殿
が
建
立
さ
れ
た
。
大
山
小
学
校
奉
安
殿
は
木
造
で
全
国
的
に
も
極
め
て
特
異
と
言
わ
れ
た
。
戦
後
、
町
よ
り
大
山
阿
夫
利
神
社
が
払
下
げ
を
受
け
祖
霊
社
と
し
た
。
神
社
に
払
下
ら
れ
た
事
例
は
東
京
都
と
神
奈
川
県
で
は
当
社
の
み
で
あ
る
。
祖
霊
社
と
は
氏
子
の
先
祖
の
霊
を
お
祀
り
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
大
山
阿
夫
利
神
社
で
は
戦
没
者
を
御
祭
神
と
し
て
い
る
。
係
者
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
四
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Ｅ
鎌
倉
市
立
玉
縄
小
学
校
奉
安
殿
玉
縄
小
学
校
奉
安
殿
は
昭
和
五
年
に
完
成
し
、
そ
の
後
、
学
校
の
（鋼）
移
転
に
伴
っ
て
奉
安
殿
も
移
築
し
た
。
戦
後
、
こ
の
地
域
の
Ⅲ
家
で
あ
る
関
根
肇
氏
の
御
尊
父
で
あ
る
関
根
派
之
助
氏
や
、
近
隣
の
久
成
寺
の
先
々
代
住
職
中
村
練
敬
氏
ら
の
相
談
に
よ
っ
て
近
く
の
防
空
壕
に
移
築
し
た
。
昭
和
四
十
六
年
こ
ろ
、
地
域
内
の
城
宿
稲
荷
の
老
朽
化
が
激
し
く
な
っ
た
た
め
、
放
置
さ
れ
て
い
た
奉
安
殿
を
再
度
、
移
築
し
て
社
殿
と
し
た
。
ま
た
、
奉
安
殿
横
に
建
て
ら
れ
て
い
た
忠
魂
碑
は
久
成
寺
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
。
、
鎌
倉
市
立
第
一
・
第
二
小
学
校
奉
安
殿
鎌
倉
宮
の
南
方
社
と
村
上
社
は
、
戦
前
の
第
一
・
第
二
小
学
校
の
奉
安
殿
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
形
も
同
一
で
そ
れ
ぞ
れ
の
区
別
は
鎌倉宮の職員にも出来ないとのこと・「鎌倉教意趣」に関
東
大
震
災
後
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
と
し
て
再
建
さ
れ
た
と
い
う
写
真
と
記
述
が
あ
る
が
、
残
さ
れ
て
い
る
二
社
と
も
に
総
木
造
で
あ
る
。
建
物
全
体
の
移
築
か
部
分
の
流
用
か
も
不
明
。
何
市
御
成
小
学
校
の
奉
安
殿
に
つ
い
て
は
「
鎌
倉
教
育
史
」
に
、
鶴岡八幡宮にあると書かれて乢秘が、八幡宮側に受入記録
は
な
い
。
と
も
に
迫
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
六
十
八
号
咽相模原市立千木良小学校奉典艇（写真２）
昭
和
十
五
年
の
紀
元
一
一
千
六
百
年
記
念
事
業
と
し
て
奉
安
殿
建
設
が
決
定
さ
れ
、
五
年
後
の
昭
和
二
十
年
八
月
十
一
日
に
完
成
し
た
。
そ
の
間
、
ど
ん
ぐ
り
出
荷
や
か
ら
む
し
採
な
ど
の
建
設
資
金
を
作
り
州したと思われる記録が「千木良小学校百年のあ叺馳」に
載
る
。
し
か
し
完
成
の
四
日
後
に
終
戦
を
迎
え
た
。
一
年
後
の
夏
休
み
中
、
学
区
内
に
あ
る
善
勝
寺
の
寺
領
で
あ
る
相
模
湖
弁
天
島
の
弁
天
堂
と
し
て
移
築
さ
れ
た
。
奉
安
殿
撤
去
の
話
が
出
た
と
き
、
善
勝
寺
住
職
で
あ
っ
た
松
原
善
賢
氏
が
千
木
良
小
学
校
の
教
員
で
あ
っ
た
た
め
、
弁
天
堂
へ
移
築
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 四
六
Ｍ川崎市立川中島小学校奉典鯉
昭
和
一
一
十
年
四
月
の
川
崎
市
大
空
襲
で
旧
市
域
は
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
。
川
中
島
小
学
校
の
校
舎
は
空
襲
を
免
れ
た
が
、
近
隣
の
若
宮
八
幡
宮
は
全
焼
し
た
。
罹
災
後
、
若
宮
八
幡
宮
は
急
ご
し
ら
え
の
本
殿
を
建
立
し
た
。
奉
安
殿
の
撤
去
案
が
出
た
と
き
は
、
奉
安
殿
を
若
官
八
幡
宮
本
殿
と
す
る
こ
と
が
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
、
然
の
成
り
行
き
で
決
定
し
た
。
そ
れ
は
若
官
八
幡
宮
が
長
く
地
域
の
鎮
守
様
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
昭
和
三
十
七
年
に
本
殿
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
拝
殿
が
増
築
さ
れ
た
。
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東
京
都
と
神
奈
川
県
の
奉
安
殿
遺
柵
調
査
（
白
柳
）
写真２相模原市立千木良小学校奉安殿
咽座間市立座間小学校奉安殿基壇（（」騨
残されている奉安殿基壇は、’一一メートル四方で一局さ四十
センチ。神社建築用語として社殿を設置する台を基壇一と呼
称している。学校関係者は台座と呼んでいた。基壇上に社
殿を乗せた基礎のコンクリート枠がつき、奉安殿内部が小
部屋に仕切られていることがわかる。大正十三年の奉安殿
完成時の写真では基壇の高さは七、八十センチほどある。
戦後、基壇のみが残された経緯や高さを低くした理由は不
明
で
あ
る
。
一
時
期
、
基
壇
上
に
鳥
小
屋
を
置
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
基
壇
の
み
で
あ
る
が
、
東
京
都
と
神
奈
川
県
で
学
校
敷
地
内
に
残
さ
れ
る
唯
一
の
遺
構
で
あ
る
。
町茅ケ崎市立鶴嶺小学校奉奏腱
初代奉安殿は関東大震災で崩壊し、昭和二年に再建され
た。奉安殿は稲荷社など神社施設になる事例が多いが、本
遺構は仏教施設である宝生寺に移築された。その理由とし
て、宝生寺は神仏混精の寺であったと住職の堀江泰弘氏が
指摘している。移築当時、無住であった宝生寺に阿弥陀三
尊像（戦前は重要美術品認定、戦後は重要文化財指定）が
あり、これを保管する目的もあったからだろう。
そ
の
他
「
御
真
影
奉
護
簿
」
と
二
宮
金
次
郎
石
像
が
鶴
嶺
小
学
校
四
七
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⑲藤沢市立片瀬小学校奉塞鰹（写真４）
諏訪神社訪問時、氏子総代の山口氏から話を聞くことが
でき樫・奉安殿を壊すのはもったいないので、とりあえず
御諏訪様にお預かりしていただこうと昭和一一十一年ころ神
社
入
口
付
近
に
移
築
し
た。そして二、三年後、現在の場所に
再
移
築
し
た
。
｜
扉
は
古
び
た
た
め
に
取
り
換
え
、
懸
魚
部
分
の
菊
の
昭第一一海軍火薬廠奉褒騨（写真３）
終
戦
直
後
、
進
駐
軍
が
第
一
一
海
軍
火
薬
廠
敷
地
に
駐
屯
し
た
た
め、奉安殿はそのまま放置されたのであろう。進駐軍撤退
後、横浜ゴム平塚製造所となった。現在、当製造所総務グ
ル
ー
プ
が
奉
安
殿
を
管
理
し
て
い
る
が
、
関
係
資
料
は
全
く
な
い
。
奉
安
殿
建
物
の
後
方
に
非
常
時
の
地
下
奉
遷
所
と
思
わ
れ
る
、
床
面
積
二
平
米
に
も
満
た
な
い
施
設
が
あ
り
、
土
中
か
ら
空
気
穴
の
煙
突
が
出
て
い
る
。
地
下
壕
と
し
て
の
奉
遷
所
遺
構
は
、
東
京
都
と
神
奈
川
県
で
は
こ
こ
の
み
で
あ
る
。
奉
安
殿
正
面
に
は
参
道
敷
石
の
一
部
も
残
さ
れ
る
な
ど
、
国
立
療
養
所
多
磨
全
生
園
奉
安
殿
と
同
様
に
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
。
に
残
さ
れ
、
鶴
嶺
小
学
校
に
隣
接
す
る
鶴
嶺
八
幡
宮
に
は
山
県
有
朋
揮
毫
の
昭
魂
碑
が
建
つ
。
法
政
史
学
第
六
十
八
号
四
八
写真３１１１第二海軍火薬廠奉安殿、右奥が地下奉遷所入口
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現
在
、
米
海
軍
横
須
賀
基
地
内
に
あ
る
奉
安
殿
は
、
日
本
海
軍
横
須
賀
病
院
奉
安
殿
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
確
た
る
資
料
は
第
二
海
軍
火
薬
廠
奉
安
殿
と
同
様
に
残
さ
れ
て
い
な
い。しかし、建築物の形状や残置状態から奉安殿であった
と
推
定
で
き
る
。
当
施
設
も
戦
後
米
海
軍
が
駐
屯
し
た
た
め
破
壊
の
紋
章
も
作
り
直
し
た
。
現
在
、
片
瀬
・
江
の
島
か
ら
出
征
し
戦
死
さ
れ
た
方
々
の
柤
霊
社
と
な
っ
て
い
る
。
片
瀬
小
に
あ
っ
た
忠
魂
碑
は
砕
か
れ
て
校
庭
に
埋
め
ら
れ
た
。
別海軍横須賀病院奉塞塵
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
奉
安
殿
辿
榊
調
査
（
白
抑
）
写真４藤沢市立片瀬小学校奉安殿
今
回
、
二
一
件
の
奉
安
殿
建
物
遺
構
を
確
認
し
た
。
そ
の
内
、
戦
前
か
ら
同
じ
場
所
に
建
つ
遺
構
は
五
件
あ
っ
た
。
元
々
個
人
宅
地
内
に
あ
っ
た
蔵
、
座
間
小
学
校
の
基
壇
が
各
一
件
。
戦
後
米
軍
の
管
理
皿湯河原町立湯河原小学校奉至礫（写真５）
温
泉
で
著
名
な
湯
河
原
町
、
五
所
神
社
境
内
の
湯
河
原
頌
徳
社
は
湯
河
原
小
学
校
の
奉
安
殿
で
あ
っ
た
。
建
物
に
は
、
菊
の
紋
章
が
当
時
の
ま
ま
に
つ
い
て
い
る
。
五
所
神
社
宮
司
の
西
山
敦
氏
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
撤
去
通
知
の
あ
っ
た
時
の
湯
河
原
小
学
校
長
の
朝
倉
重
治
氏
が
五
所
神
社
氏
子
総
代
で
あ
っ
た
。
朝
倉
校
長
と
西
山
氏
の
御
尊
父
と
相
談
し
当
社
に
移
築
し
た
。
も
し
移
築
が
発
覚
し
ＧＨＱが何か一一一一口ってきたら、その時は二人で腹をくくろ
う、と悲壮な決意をしたという記憶談を鬮坐・現在、頌徳
社
は
こ
の
地
域
の
祖
霊
社
と
な
っ
て
い
る
。
社
殿
隣
に
は
陸
軍
大
将
本庄繁揮毫の忠魂碑が建つ。
難
を
逃
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
｜
扉
が
取
り
外
さ
れ
鉄
柵
が
つ
く
が
、
建
物
内
部
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
米
海
軍
基
地
内
に
あ
る
た
め
、
基
地
内
見
学
会
に
参
加
し
な
い
と
奉
安
殿
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
全
遺
構
中
、
見
学
が
一
番
難
し
い
所
に
あ
る
。
結
び
凹
九
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下
に
な
っ
た
旧
軍
関
係
施
設
の
中
に
残
さ
れ
た
例
が
二
件
、
国
や
旧
軍
の
管
理
下
の
病
院
に
残
さ
れ
た
例
が
一
件
。
後
者
三
件
の
事
例
は
、
今
後
、
各
地
の
奉
安
殿
遺
構
を
見
出
す
手
が
か
り
と
な
る
と
思
われる。
移
築
し
保
存
さ
れ
て
い
た
の
は
一
五
件
あ
っ
た
。
そ
の
内
一
二
件
が
稲
荷
社
や
祖
霊
社
な
ど
神
道
施
設
へ
の
移
築
で
あ
っ
た
。
個
人
宅
へ
の
移
築
が
一
件
、
仏
教
施
設
内
へ
移
築
さ
れ
た
の
が
二
件
で
あ
っ
た
。
仏
教
施
設
へ
の
移
築
は
、
千
木
良
小
学
校
奉
安
殿
が
善
勝
寺
飛
地
の
弁
天
堂
に
、
鶴
嶺
小
学
校
奉
安
殿
が
宝
生
寺
の
観
音
堂
に
な
っ
た
二
件
で
、
神
仏
習
合
の
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
共
通
点
で
あ
っ
た
。
法
政
史
学
第
六
十
八
号
写真５湯河原町立湯河原小学校奉安殿
宝
生
寺
住
職
の
堀
江
泰
弘
氏
は
、
宝
生
寺
が
神
仏
習
合
の
寺
で
あ
っ
た
の
で
、
移
築
当
時
の
村
人
た
ち
に
寺
に
移
築
さ
せ
た
と
い
う
意
識
は
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
弁
天
堂
へ
移
築
し
た
千
木
良
小
学
校
の
場
合
も
、
地
域
の
方
々
に
同
じ
よ
う
な
意
識
が
あ
っ
た
と
予
想
で
き
る
。
善
勝
寺
と
宝
生
寺
へ
の
移
築
事
例
も
神
道
関
連
施
設
に
含
め
て
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
一
五
件
中
、
’
四
件
が
神
道
関
係
施
設
へ
の
移
築
と
な
る
。
奉
安
殿
に
は
現
人
神
と
し
て
の
天
皇
の
御
真
影
を
安
置
し
て
い
た
た
め
に
、
地
域
の
人
々
が
神
道
施
設
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
尚
、
移
築
さ
れ
た
一
五
件
中
、
九
件
は
神
社
建
築
を
代
表
す
る
神
明
造
で
あ
っ
た
。
目
黒
区
立
鷹
番
小
学
校
と
青
梅
市
立
第
五
小
学
校
奉
安
殿
は
、
地
域
の
篤
志
家
の
寄
付
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
。
し
か
し
、
小
学
校
に
奉
安
殿
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、
学
区
域
住
民の総意で建築を決定し、住民から浄財を幕っ種・奉安殿
を
壊
す
の
は
勿
体
な
い
、
同
然
の
う
ち
に
移
築
が
決
定
し
た
と
い
う
記
憶
が
語
ら
れ
た
の
は
、
奉
安
殿
建
設
が
千
木
良
小
学
校
の
事
例
で
述
べ
た
よ
う
な
地
域
住
民
の
汗
の
結
晶
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
現
時
点
で
確
認
し
て
い
る
二
二
件
の
東
京
都
と
神
奈
川
県
の奉安殿遺構が残存に至った経過について述べた。現在、
学
校
に
お
け
る
愛
国
心
の
扱
い
な
ど
教
育
問
題
に
つ
い
て
か
ま
び
す
ＦⅡ「〕
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綾
噸
小
了
-
枚
ネ
１
２
鎌
倉
市
十
′
、
学
校
鎌
倉
宮
村
ヒ
ネ
'
二
有
力
社
城
宿
稲
荷
士
昌
八
幡
宮
本
殿
ＲＣ１－・神明
残残残
相
模
原
ｌ
Ｉ
ｊ
Ｔ
木
良
小
一
又
弁犬室
相
模
京
｢
洲
1
模
i
h
T
-
不
良
院
木
造
ｌ６１ＫＫＩｌＩｊｉＪ１１凡ＦＵ〈，J1:ｌＴｋｌ－
ｌ
７
ケ
崎
I
i
J
立
鶴
頑
小
学
校
寺
観
高
堂
１
８
､
三
海
軍
火
薬
廠
一
箕
殿
(
使
用
|
l
的
Ｉ
IJIi神社柤需社
，JIK使用］Ｊ
頁賀｢h「米海一：’
註
・
所
有
当
時
の
旧
学
校
名
称
は
、
引
き
継
が
れ
て
い
る
現
在
の
学
校
名
と
し
た
。
幸
い
に
も
全
部
、
存
続
し
て
い
た
。
・
個
人
所
有
奉
安
殿
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
の
た
め
地
番
表
示
を
控
え
た
。
・
表
中
の
「
残
」
と
は
、
設
置
後
移
築
が
な
く
、
当
時
の
ま
ま
の
位
置
に
残
さ
れ
て
い
る
遺
構
で
あ
る
・
奉
安
殿
建
築
に
つ
い
て
の
規
定
は
不
明
。
神
明
造
と
流
造
以
外
に
つ
い
て
は
断
定
を
避
け
た
。
・
調
査
は
平
成
１
６
年
６
月
か
ら
平
成
１
８
年
1
1
月
に
実
施
。
１
ヶ
所
に
数
度
訪
問
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
日
時
は
省
略
し
た
。
腰|鴎話Aj鴛維＝蟹ｅ鴨9ｺ<謹麺避濡駒（亘量）
隅
|日所有者
現
在
の
名
称
・
用
途
現
住
所
現
在
の
形
態
状
況
完成年月日
1
大
田
区
立
池
雪
小
学
校
朝
日
稲
荷
社
大田区東雪谷5-8-10長慶寺
Ｒ
Ｃ
造
・
神
明
造
Ｓｌ５
２
目
黒
区
立
鷹
番
小
学
校
清
水
稲
荷
神
社
目
黒
区
目
黒
本
町
１
丁
目
Ｒ
Ｃ
造
・
神
明
造
Ｓ14.2
３
個人蔵(東京高等農林奉遷所）
個
人
宅
用
の
倉
あ
き
る
の
市
ＲＣ造
残
不
明
４
青
梅
市
立
第
五
小
学
校
稲
荷
様
青梅市梅郷3-775
Ｒ
Ｃ
造
・
神
明
造
S4(S15）
５
国
立
療
養
所
多
磨
全
生
園
奉安殿(使用目的は無）
東村山市青葉町4-1-10
Ｒ
Ｃ
造
・
神
明
造
残
S18.2.25
６
不
明
奉
安
殿
建
設
記
念
碑
町田市忠生3-22-8
石
碑
S11.3
７
横
浜
市
立
田
奈
小
学
校
使
用
目
的
は
無
横
浜
市
青
葉
区
木
造
・
神
明
造
S4.3
８
横
浜
市
立
中
和
田
小
学
校
御
霊
神
社
神
輿
庫
横浜市泉区中田北3-42-1
ＲＣ造？
Ｔｌ5.6
９
綾
瀬
市
立
綾
瀬
小
学
校
御
嶽
神
社
綾瀬市吉岡5-5-33
木
造
S３
1０
伊
勢
原
市
立
大
山
小
学
校
阿
夫
利
神
社
祖
霊
社
伊
勢
原
市
大
山
阿
夫
利
神
社
木
造
・
神
明
造
S15.6.12
11
傷
痩
軍
人
箱
根
療
養
所
奉安殿(使用目的は無）
小田原市風祭４１２
ＲＣ造
不
明
1２
鎌
倉
市
立
第
一
・
第
二
小
学
校
鎌
倉
宮
村
上
社
・
南
方
社
鎌倉市二階堂154
木
造
・
神
明
造
S9.9
1３
鎌
倉
市
立
玉
縄
小
学
校
城
宿
稲
荷
鎌倉市城廻３６４
Ｒ
Ｃ
造
・
校
倉
造
風
壁
S4.4
1４
川崎市立)||中島小学校
若
宮
八
幡
宮
本
殿
川崎市川崎区大師駅前2-13-16
Ｒ
Ｃ
造
・
神
明
造
不
明
1５
相
模
原
市
立
千
木
良
小
学
校
弁
天
堂
相
模
原
市
相
模
湖
町
千
木
良
原
木
造
・
流
造
S20.8.11
1６
座
間
市
立
座
間
小
学
校
奉
安
殿
台
座
座間市座間2-3133
Ｒ
Ｃ
造
・
台
座
残
Ｔ13.9.12
1７
茅
ケ
崎
市
立
鶴
嶺
小
学
校
宝
生
寺
観
音
堂
茅ケ崎市西久保546
ＲＣ造
S2.2
１８
第
二
海
軍
火
薬
廠
奉安殿(使用目的は無）
平
塚
市
追
分
2
-
l
横
浜
ゴ
ム
ＲＣ造
残
不
明
1９
藤
沢
市
立
片
瀬
小
学
校
諏
訪
神
社
柤
霊
社
藤沢市片瀬2-21-16
ＲＣ造・校倉造風壁
S4.7
2０
海
軍
横
須
賀
病
院
奉安殿(使用目的は無）
横
須
賀
市
米
海
軍
基
地
内
ＲＣ造
残
不
明
2１
湯
河
原
町
立
湯
河
原
小
学
校
湯河原頌徳社(祖霊社）
湯
河
原
町
宮
下
３
５
９
五
所
神
社
Ｒ
Ｃ
造
・
霊
廟
建
築
風
不明
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し
い
・
昭
和
戦
前
期
・
戦
中
期
の
公
教
育
の
目
標
を
端
的
に
言
え
ば
、
国
家
に
対
し
て
「
忠
良
ノ
臣
民
」
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
忠
良
ノ
臣
民
」
を
育
成
す
る
軍
国
主
義
の
学
校
教
育
を
象
徴
するものが、御真影・教育勅語・奉安殿であった。現在、
御真影や教育勅語を見ることは容易ではないが、奉安殿は
今
も
な
お
市
中
に
置
か
れ
て
い
る
。
歴
史
を
鏡
と
す
る
の
で
あ
れ
ば、奉安殿は歴史を振り返りつつ、今の教育を考える恰好
の
素
材
と
な
る
。
奉
安
殿
を
残
す
こ
と
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
は
特
別
な
思
想
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
市
井
の
方
々
で
あ
っ
た
。
奉
安
殿
を
軍
国
主
義
教
育
の
語
り
部
と
し
て
生
か
し
、
今
の
教
育
を
考
える素材にすることこそ、腹をくくろうとまで一言いつつ奉
安
殿
を
残
し
た
方
々
の
思
い
を
生
か
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
註（
１
）
佐
藤
秀
夫
「
学
校
こ
と
は
じ
め
事
典
」
小
学
館
、
昭
和
六
二
年
、
五二頁。
（２）「続調べる戦争遺跡の事典」（十菱駿武・菊池実編、柏書
房
、
二
○
○
三
年
、
二
○
九
頁
’
二
一
四
頁
）
が
、
奉
安
殿
に
つ
い
て
全
般
的
に
解
説
し
て
い
る
。
（
３
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
正
確
に
言
え
ば
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（の①目の国一国の四目巨肖のＨの、のこつ『のョのｎ．ヨョ目』の『さ『弓二＆
法
政
史
学
第
六
十
八
号
勺・三国の略称は⑦国Ｃ、のＣシも）となる。ここでは一般的に
使用されているＧＨＱの表記を使用する。
（
４
）
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
編
「
終
戦
教
育
事
務
処
理
提
要
」
第
一
輯
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
、
四
四
頁
。
（
５
）
こ
う
し
た
文
書
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
神
道
指
令
と
一
括
り
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
「
神
道
指
令
の
研
究
」
（
大
原
康
雄
箸
・
原
書
房
）
が
詳
細
な
検
討
を
し
て
い
る
。
本
書
に
よ
れ
ば
、
占
領
軍
総
司
令
部
が
日
本
側
に
出
し
た
文
書
は
一
般
に
指
令
と
総
称
し
て
い
る
が
「
指
令
」
と
い
う
名
称
は
指
令
第
一
、
第
二
、
第
三
の
み
で
そ
の
後
の
文
書
は
覚
書
そ
の
他
の
形
式
に
よ
っ
て
い
る
（
緒
言
Ｖ
頁
）
と
あ
る
。
尚
、
件
名
で
「
弘
布
ノ
廃
止
」
と
「
弘
布
ノ
禁
止
」
が
混
在
し
て
い
る
。
単
純
な
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。
（
６
）
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
、
前
掲
書
・
第
二
輯
、
昭
和
二
十
一
年
Ⅲ
Ⅱ
、
二
一
三
頁
。
（
７
）
同
右
、
二
九
九
頁
。
（８）何右、一一二六頁。
（９）綾瀬市教育委員会「綾瀬の教育よみもの三十撰」平成十
年
、
一
六
三
頁
。
（、）独立行政法人国立公文書館蔵「奉安殿撤去に関する件」
［請求番号］巳‐四シーニ①とつ［件名番号］二⑭。
、
）
同
右
「
御
真
影
奉
安
殿
に
関
す
る
連
合
軍
指
令
部
と
の
連
絡
事
項」［請求番号］Ｃ］‐四シーニ○‐三［件名番号］Ｃ口］・本文書綴
り
に
は
発
令
の
号
数
等
の
記
録
が
な
い
。
そ
の
う
え
本
文
書
は
裏
紙
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
で
、
正
式
に
発
令
さ
れ
た
か
も
不
明
。
五
一
一
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（
型
相
模
原
教
育
委
員
会
「
相
模
原
教
育
史
」
第
四
巻
・
現
代
通
史
編
、
昭
和
六
十
一
一
一
年
、
四
二
頁
。
本
文
書
の
前
に
「
神
奈
川
県
高
座
郡
鎌
倉
地
方
事
務
所
か
ら
秘
密
文
書
扱
い
で
相
模
原
町
長
へ
、
八
月
に
は
町
長
か
ら
各
出
張
所
長
へ
次
の
よ
う
に
具
体
的
に
通
達
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
Ⅲ
）
東
京
都
Ⅱ
黒
区
教
育
委
貝
会
「
Ｈ
黒
区
教
育
百
年
の
あ
ゆ
み
」
昭
和
六
十
一
年
、
六
一
六
頁
。
（
ｕ
）
平
成
十
七
年
七
月
十
六
Ⅱ
に
城
宿
稲
荷
調
査
時
に
関
根
肇
氏
、
平
成
十
七
年
八
月
十
三
日
に
湯
河
原
五
神
社
宮
司
の
西
山
敦
氏
か
ら
、
そ
う
し
た
記
憶
談
を
伺
っ
た
。
（
店
）
岩
本
努
「
御
真
影
に
殉
じ
た
教
師
た
ち
」
大
月
書
店
、
一
九
八
九
年
、
二
○
’
二
五
七
頁
。
（
肥
）
同
右
、
二
七
九
’
二
八
二
頁
。
（
Ⅳ
）
東
京
都
大
川
区
「
大
川
区
史
下
巻
」
平
成
八
年
、
六
三
四
頁
。
（
旧
）
東
京
都
歴
史
教
育
者
協
議
会
「
フ
ォ
ト
ガ
イ
ド
東
京
の
戦
争
と
平
和
を
歩
く
」
平
和
文
化
、
一
九
九
五
年
、
七
二
頁
。
（
旧
）
独
立
行
政
法
人
川
立
公
文
諜
館
蔵
「
東
京
都
長
官
へ
依
頼
「
教
育
勅語並二御沙汰書等奉遷二関スル件」［請求番Ⅱ方］三‐』シー
＆○‐宗［件名番号］記。
（
型
平
成
一
八
年
一
月
二
十
七
Ⅱ
、
青
木
雅
弘
氏
か
ら
記
憶
談
を
伺
っ
た。
（
Ⅲ
）
多
磨
全
生
園
患
者
自
治
会
「
倶
会
一
処
」
一
九
七
九
年
、
年
表
四
八
頁
。
多
磨
全
生
園
は
明
治
四
二
年
九
月
二
八
日
に
創
立
。
創
立
当
時
は
東
京
府
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
茨
城
県
、
群
馬
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
奉
安
殿
遺
構
調
査
（
白
柳
）
県
、
栃
木
県
、
愛
知
県
、
静
岡
県
、
山
梨
県
、
長
野
県
、
新
潟
県
の
一
府
一
一
県
を
管
轄
区
域
と
す
る
第
一
区
連
合
府
県
立
全
生
病
院
（
ぜ
ん
せ
い
び
よ
う
い
ん
）
と
呼
ん
だ
。
そ
の
後
、
昭
和
一
六
年
七
月
一
Ⅱ
、
凶
に
移
管
さ
れ
て
厚
生
省
所
管
と
な
り
、
名
称
も
国
立
療
養
所
多
磨
全
生
園
（
た
ま
ぜ
ん
し
よ
う
え
ん
）
に
改
ま
っ
た
（
「
全
生
園
の
隠
れ
た
史
跡
」
め
ぐ
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）
。
（
皿
）
忠
生
第
一
小
学
校
別
間
年
記
念
誌
作
成
委
貝
会
「
忠
生
一
小
の
あ
ゆみ」平成四年。
（羽）忠生村村誌編さん委員会「忠化村誌」昭和三十八年。
（
型
）
横
浜
巾
教
育
委
員
会
「
横
浜
市
教
育
史
下
巻
」
昭
和
五
－
三
年
、
囚九二頁。
（妬）一一一沢重元「想うままに」昭和五七年、一三九頁。
（
韮
横
浜
市
立
中
和
田
小
学
校
「
中
和
田
小
学
校
百
年
の
あ
ゆ
み
」
平
成
四
年
、
一
七
七
頁
。
（〃）綾瀬巾教育委員会「綾瀬の教育よみもの三十撰」平成一
○
年
、
一
五
九
’
一
六
三
頁
（犯）綾瀬巾「写真で兇るあやせ」平成一六年、一五Ⅲ頁。
（
型
神
奈
川
県
中
郡
伊
勢
原
町
立
大
山
小
学
校
「
創
立
九
十
周
年
記
念
誌
」
昭
和
三
十
九
年
、
十
六
頁
。
（
釦
）
戦
時
下
の
小
川
原
地
方
を
記
録
す
る
会
「
小
川
原
地
方
の
戦
争
遺
跡」二○○五年、’一一五頁。
（皿）鎌倉市教育委員会「鎌倉教育史」昭和四九年、一一一八二頁
’三八四頁。
（
聖
同
右
、
四
七
七
頁
。
五
三
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（
妬
）
神
奈
川
県
歴
史
教
育
者
協
議
会
編
「
神
奈
川
県
の
戦
争
遺
跡
」
’
九
九
六
年
、
大
月
書
店
、
一
七
五
頁
。
（
盤
）
平
成
一
七
年
八
月
一
三
日
、
西
山
氏
の
自
宅
に
て
。
（
妬
）
横
須
賀
市
教
育
研
究
所
「
横
須
賀
市
教
育
史
通
史
編
」
平
成
五
年
、
ぎ
よ
う
せ
い
。
囚
六
二
頁
に
、
横
須
賀
市
立
大
津
小
学
校
奉
安
殿
造
営
に
あ
た
っ
て
の
趣
意
書
が
紹
介
さ
れ
「
昨
年
一
一
月
カ
ラ
毎
巻
」
二
○
○
一
年
、
口
絵
頁
。
（
虹
）
平
成
一
八
年
九
月
二
日
、
諏
亟
）
平
成
一
八
年
五
月
一
八
日
、
ベ
ー
ス
歴
史
ツ
ア
ー
に
参
加
。
（
調
）
平
塚
市
博
物
館
「
平
塚
の
戦
争
遺
跡
」
二
○
○
｜
年
、
一
三
頁
。
（
側
）
藤
沢
市
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
藤
沢
市
教
育
史
史
料
編
第
三
（羽）同右、四七七頁。
（
型
）
若
宮
八
幡
宮
司
中
村
紀
美
子
氏
か
ら
川
中
島
小
学
校
奉
安
殿
が
若
宮
八
幡
宮
本
殿
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
く
。
平
成
一
七
年
四
月
一
七
日
、
中
村
氏
か
ら
記
憶
談
を
聞
く
。
（
羽
）
相
模
湖
町
文
化
財
保
護
委
員
会
『
郷
士
ざ
が
み
こ
』
昭
和
四
十
四
年
、
一
三
頁
。
（
別
）
創
立
百
年
祭
記
念
誌
刊
行
委
員
会
「
千
木
良
小
学
校
百
年
の
あ
ゆ
み
」
昭
和
五
十
五
年
、
四
一
頁
。
（
〃
）
座
間
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
「
座
間
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
」
’
九
九
五
年
、
七
二
頁
。
（
銘
）
茅
ヶ
崎
市
史
編
集
員
会
「
茅
ヶ
崎
の
歴
史
遺
産
」
平
成
十
六
年
、
法
政
史
学
第
六
十
八
号
二六頁。
諏
訪
神
社
境
内
に
て
。
Ｋ
平
成
一
八
年
度
第
一
回
日
米
親
善
［
付
記
］
尚
、
本
小
論
脱
稿
後
、
神
奈
川
県
内
の
米
軍
管
理
敷
地
内
に
、
奉
遷
所
と
思
わ
れ
る
遺
構
を
確
認
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
改
め
て報告したい。
月
貯
金
始
メ
マ
シ
タ
ガ
今
デ
ハ
大
津
区
民
全
部
ノ
与
論
ノ
様
一
一
忠
ハ
レ
マ
ス
（
中
略
）
何
卒
私
達
ノ
趣
旨
ヲ
充
分
ご
了
解
ド
サ
レ
絶
大
ノ
御
後
援
御
援
助
ノ
程
ヲ
御
願
上
致
シ
マ
ス
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
五
四
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